












































本調査は、東京都所在の A 大学で 2019 年 1 月に実施したプレゼンテーション活動調査
である。調査対象としたのは、日本語や日本の社会・経済・歴史・文化等を学修する学部
研究生 (1)である。日本在住歴は平均 2.4 年であり、国籍はベトナム 24 名、ネパール 13 名、
中国 10 名、その他（ミャンマー、モンゴル等）12 名で計 59 名である。男女別人数は、男
性が 31 名、女性が 28 名である。  














を「図 2」に表す。  
 
図 1 タスクシートの記入例 
 











































図 5 日本語能力試験の各レベルによる使用語彙の難易度 
 






















 また、使用語彙における内容語の割合について述べると、名詞が約 40％、動詞が約 10％、
形容詞が約 4％、副詞が約 6％であった。一般的に書き言葉では内容語が 40％以上占める
のに対し、話し言葉では 40％以下を占め、内容語の割合が減ると言われる。だが、今回の
調査で、初中級日本語学習者によるプレゼンテーション活動の語彙分析では、内容語が約




次のような例（1）が挙げられる (6)。  
 
（1）  a. ミツ[水]  b. トンガラシ[唐辛子]  c. ゼリョ[材料](7) 
（2）  私∅[が]今日発表したいミャンマーの料理はプチャンです。  
（3）  ボールで[に]小麦粉を入れます。  









































(4) 図でわかるように「リーディング  チュウ太」は、「日本語能力出題基準（旧試験）」を基準
にしているため、N2・N3 が同じカテゴリーに分類される。  
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